
 平成30年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～29年度）】 【30年度】 【今後予定（31年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 2 - 004002整理番号

合計 74,467 96,863

その他　特記事項

・備蓄食料の拡充
・マンホールトイレ用資器材
整備（完了）、照明器具新規
整備

74,467

避難所看板更新

撤去工事広域避難地誘導標識撤去工事

77,931

債務負担行為

備蓄食料整備（更新・拡充）

その他資器材等 地区班員、津波率先事業所資器材等

備蓄資器材整備 毛布、マンホールトイレ用具、給水タンク等

指定避難所備蓄倉庫修繕、移設等 修繕、移設

　H　～　H

事業

概要

　大規模災害発生直後の応急対策を行うための備蓄食料・
資器材を防災拠点となる区役所、指定避難所等に配備する
とともに、良好な避難生活を確保するため、指定避難所等の
環境整備を行う。

○ 備蓄食料の整備
・国等からの支援物資が供給されるまでの応急対策のための備蓄食料を平成30年度ま
での5か年で避難者想定数139,000人（上町断層帯地震）の1食分から3食分に拡充整備
を行うとともに、賞味期限が到来する備蓄食料の更新を行う。
○ 備蓄資機材の整備
・避難者想定数139,000人（上町断層帯地震）に対して1人1枚の毛布を計画的に整備す
る。（平成30年度完了予定）
・応急給水を貯留する簡易給水タンクや更衣室用テントを指定避難所へ配備する。
○ 災害対策基本法の改正に伴い、指定避難所と指定緊急避難場所が明確に区別され
たこと、表示については全国的に標準化された「災害種別一般図記号」、「災害種別避難
誘導標識システム」（ＪＩＳ規格）が改定・制定されたことに伴い、本市の指定避難所につ
いてもこれに則った表示に変更する。

○食料の拡充について、5か年計画で拡充を行ってきた最終
年度となり、計画に基づき備蓄目標を達成する
○昨年度に引き続き、避難所運営時の避難者のプライバ
シー確保のため、更衣室や授乳室等に活用するためのテント
を新たに指定避難所へ整備する。
○避難場所表示について、JIS規格に則った看板に更新を行
う。

津波避難ビル看板関係

1,100

看板設置、保険等1,117

1,821

27,540

1,500

・賞味期限切れ食料の更新
・備蓄食料の拡充
・更衣室用テントの購入
・避難所看板更新

・賞味期限切れ食料の更
新
・新規物品の購入検討

平成29年度予算額

17,834 17,834 アルファ化米、ビスケット等

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

96,863

1,100

1,117

1,823

0

0

事業区分 ： 重点

平成30年度要求額平成28年度決算額

事業名 防災備蓄等整備事業

： 危機管理室　防災課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
1-7

局・課名

52,593 45,951

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 29年度予算 30年度要求額 内容・積算等

期間


